
ろうの児をもつろうの親の人工内耳選択 

 
健康保険適応以降の装用数 ・2005年～2010年(10月) 計3,351人、9歳以下1,321人39.4％国民健康保険公

団 2011.4.20 
 

聴覚障害児の83%が人工内耳を装用＇全国125個の障害者福祉館、21箇所のろう学校、178箇所の言語
治療クリニックを対象（ユン・ユン(2007) 『聴覚障害幼児の早期仲裁に関する実態調査』結果 

 

人工内耳を誘発する社会＇クァク、2010（ 
 「人工内耳は耳鼻咽喉科手術の花で、声を聞くことができない患者らが希望の声を得て世の中と交感するよう

にしてくれる」としながら「さらに多くの聴覚障害者らが障害を克服することができるように今後も最善の努力を
つくす」(聯合ニュース、2010.04.08)。  
「もう、家の子も歌を歌うことができます。 幼稚園にも行くことができますよ。 Χ 子供 が生まれて初めて他の人
の前で歌を歌うことになりました。 それも数百人が見守る公開行事で歌うことになりました」(朝鮮日報、
2004.09.13日付、30面（。 
「聞こえない子供だった。 話すことができない子供だった。 だが、今はすべての声が聞こえるわけではないが、
話すことも聞こえることもできる。 子供がこの程度にできるまではおしゃべり屋さんのパパの涙が出る努力が
あった。今でもその努力は続いてる」(KBSドキュメンタリーミニシリーズ人間劇場άパパはおしゃべり屋さんέύ。 

聾学校の知名度、ろう教育史での位置、地域、手話法、口話法、などを考慮して、6校を選定。 
2011年現在,全国ろう学校数は18校である(教育科学技術部、2011 『特殊教育統計』：5) 
A：  国立、主に手話法、寮あり、B： 私立、口話＆手話、全寮制 C: 私立、口話＆手話Ҧ口話、全寮制 
D:私立、口話法、寮なし、E： 私立、 口話法Ҧ口話＆手話、寮なし、F： 私立、口話＆手話、寮あり 
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妥当性研究および管理体系構築方案研究』 ソウル大学校病院健康増進事業支援団 
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[表１] 2010年９月現在、ろう学校６校の人工内耳装用数  
                                    人工内耳装用数/学生数、％ 

A B C D E F 

幼稚部 9/14(64%) 12/20(60%) 4/10(40%) 2/3(67%) 18/21(86%) 9/12(75%) 

初等 14/25(56%) 17/37(46%) 11/17(65%) 8/9(89%) 18/24(75%) 4/22(18%) 

中等 15/34(44%) 9/30(30%) 19/19(100%) 5/11(45%) 18/26(69%) 0/12(0%) 

高等 21/59(36%) 5/41(12%) 17/24(71%) 8/14(57%) 24/34(71%) 4/26(15%) 

2011年9月 国際電話による聞き取り調査、メール交換 

立命館大学院先端総合学術研究科 クァク・ジョンナン 

3. ろう者社会からの対応 

4. ろう学校の人工内耳装用数 

ろう者の家族の中でのコミュニケイションの問題：９割のルール 
Å ろう者の約9割は聴者の親のもとに生まれる。 
Å ろう者の約9割はろう者同士で結婚する。 
Å ろう者の約９割は聴者の親者の子どもをもつ＇金沢、2006：224（。 
 
聴者の親はろう児を聴者に近づけようと教育し、手話からできるだけ遠さけようとする＇同上、2006：
227（。 
ろう児は聴者の親とのコミュニケイションの問題を感じながら成長 
結婚して、生まれた子どもがろうであり、自分の子どもには手話で教育してほしいと願ったとする＇同
上、2006：228（。  
 

だが、ろう児に人工内耳埋め込み手術を選択しているろうの親も増えている。 
 
報告概要 
ろう児をもつろうの親の人工内耳選択の背景を①韓国における人工内耳をめぐる状況、 
②家庭の状況と分けて述べる。 
 
研究方法 
① 文献調査、聞き取り調査、ろう児に人工内耳を装用させたろう母親Aさんとのイタンビュ－ 
② インタビュ日時： 2010年10月、インタビュ方法：手話通訳 
③ インタビュ対象者 
 
 Aさん： 年齢36才、聴力は全ろう、口話で簡単な会話は可能、中学校まで普通学校に通ったが、
高校はろう学校に入学、高校からろう者との交流をはじめ、母親の反対を押し切ってろう者と結婚し
て2人の息子がある。長男はろうで、次男は健聴である。  
 
 Aさんの子＇ろう児（についての情報： 7才時に右側耳に人工内耳の埋め込み手術、 
聴力: 左95dB, 右35dB, 手話使用、現在10才、ろう学校3学年に在学中 

２．人工内耳を誘発する社会 

5. Aさんの家族状況 

装用後  
 
 
 

Aさんの子: 毎週2回、聴覚臨床・言語治療を受けている。人工内耳装置が
こわれる可能性があるため、野球のような激しい運動はできない。 バッテ

リー管理や静電気など今まで気にしなかったことを気にしながら成長して行
く。 聞こえない世界から聞こえる世界へ行って、便利な点を否定しないか
もしれない。でも、面倒なことがあるかもしれない。 7歳の子どもが周りの友

人らのようにしたかったのだが、人工内耳装用後のことまで予想できたのか。
青年になってアイデンティティに混乱があるか、ないか、今のところはわから
ない。 
 

Aさん: 最初は人工内耳装用を反対したが、人工内耳装用後には聞こえる

ようになってよかったと思っている。これは韓国においての聴覚障害者とし
て経験した排除、不便と関係があるかもしれない。しかし、自分のように聞
こえない世界にいった子どもが聞こえる世界にはいるようになって、今まで、
もっていた関係がどのように変わるか、特に、自分の子どもに関して聴覚臨
床専門家と聞こえるひとの影響が今より強くなって、今までの親と子どもの
関係がどのように変わるか、分からない。子どもが青年になって、大人に
なって、Aさんは自分の選択をどう思うか今のところはわからない。 

 
 
 
 

1. ろうの親の位置 

年度 主要内容 参考文献 

1988.10 
最初の22チャンネル(オーストラリア、コクレア社制)人工内耳手術、36歳(3年前中途失聴)、ヨ
ンセ大学医大病院 同年11月18日ソウル大学病院にて手術成功 

ホ・イ [2008: 128]；京卿新聞 198
8．10．15． 

1992.6.25 7歳先天性全ろう児に人工内耳手術を成功＇新聞報道内容：電話のベル音など認識可能（ 京卿新聞 1992.06.25  

1996年以後 4才以下ろう児に対する手術増加   ホ・イ [2008: 128] 

2000年以降 個人病院での人工内耳手術増加  ホ・イ [2008: 126] 

2002 保健福祉部、低所得階層の10才未満のろう児を対象、手術費支援事業開始(年間100人)  
障害者保健福祉審議官 (2001) 
『障害者福祉総合対策(障害者施
策広報、200.11.2)』:  5 

2002.7 保健福祉部、施設入所聴覚障害児を対象に、手術費支援事業開始 
保健福祉部ホームページ「事前情報
公表資料室」登録日2002.7.18. 

200１～2004 
2001年人工内耳装用数約140～170人、2002年人工内耳装用数約140～170人、2003年～20
04年まで約250～350推定、小児50％以上推定 

 ホ・イ [2008：134」及び聴覚臨床
家からの資料 

2005.1.15 人工内耳健康保険適用 保健福祉部告示第2004-93号 

2005.5.15 

人工内耳健康保険適用基準改正(細部内容および方法記載) 2才未満の場合：両側90dB以
上、3ヶ月以上補聴器着用、2才以上15才未満：両側70dB以上、手術後、コミュニケーション
手段として人工内耳が使用できないと予想される場合は除く＇15才以上も同上（、15才以上
の場合：両側70dB以上、文章言語評価が50%以下 

保健福祉部告示第2005-29号 

2005．5．23
5．27 

KBS放送局ドキュメンタリー「人間劇場」にて人工内耳を装用して小児と父の養育過程を放映 
http://www.kbs.co.kr/1tv/sisa/h
uman/vod/1352622_1278.html 

2005.9 
 

の  「CI Members‘ Club」  
 

http://cimembers.com/main/ind
ex_110104.html 
 

2006.1.15 
 

 第1回「人工内耳の日」制定記念行事(主催: インターネット放送局「愛の声」、主管:「大韓耳
鼻咽喉科学会」（ 
 

ハンギョレ新聞2006.1.17 
 

2007.7  保健福祉部全国16市・道を対象に「新生児聴覚選別検査モデル事業実施」  オ 外[2007] 

2007  国立特殊教育院 「人工内耳児童のための教師用指針書開発研究書」発刊  ミン 外[2007] 

2009.9.25  15才未満のみ、両耳装用健康保険適用 保健福祉部告示第2009-180号 

2011.4.20  「国民健康保険公団」はじめに人工内耳に関する統計を公開 
国民健康保険公団 201
1.4.20 

3. 人工内耳に対してのろう者社会の反応 

・2006年1月30日 「人工内耳の日」制定を推進していた

組織が「韓国ろう者協会」の意見を尊重して、「人工内耳
の日」制定を無効化する」ことを発表＇ハンギョレ新聞
2006.2.1（ 
2006年5月22日 EBS(教育放送) 「手話とは言語であるー
35万聴覚障害者のアイデンティティに関する報告、手話
&口話論争、人工内耳手術実態、 第2言語で手話を認め
ているアメリカ紹介 
2009年 5月~6月  「人工内耳者から人工内耳者へ」  ト
キュメンタリ上映会(監督: パク・ジェヒョン、ろう者)  ろう
者独映像製作団 

2006年1月13日 「韓国ろう者協会(韓国聾唖人協会)」 「人工内耳の日」制定を反対する報道資料を
配布 
・2006年1月15日 政府の無分別な人工内耳支援の中断を要求する声明書を発表 
・2006年1月15日 協会長ビョン・スンイル会長他ろう者30人、第１回「人工内耳の日」行事が始まる直

前行事所の壇上を占拠、主催側から「人工内耳の日」制定をしないと約束を受け退場＇ウイドニュース
2006.1.16（  
・2006年1月20日 政府に人工内耳に関する嘆願書を提出 
以上の内容は2006年1月16日ウイードニュース 『聴覚障害者ら反発、「人工内耳の日」制定 霧散』より 

「人工内耳者から人工内
耳者へ」 ポスター 

勧め 

反
対 

Ａさんの夫 
＇父親、 
ろう者（ 

Ａさん 
＇母親、 
ろう者（ 

反対理由 
①家族の言語は手話  
②人工内耳装用は不便  
③100％聴者になるわけではない 

Ａさん
の子 
＇ろう児（ 

Ａさん
の子 
＇聴児（ 

7歳に人工内耳装用 

3 

実家の母親 
Ａさんの子供養育を手伝う 
「毎日毎日、手術させろ！」 

 
婚家の両親 

「手術しなさい」 
 
 

Aさんの子＇ろう児（ 
「人工内耳を装用している
友達と同じようにしたい。」 

2 4 


